
【ストック効果】
都市計画道路整備により、安全な通学路を確保
⻑野県事業 （都）中央通り線 大町市 北大町

児童たちは歩道が整備されていないた
め、中央通りを横断して、⽣活道路を通学
路としている。
歩道が整備されれば、通学路を⾒直した

いと考えている。
（大町北小学校 教頭）

公⺠館等の公共施設があり、⾼齢者の往
来が多く、⾞いすの通⾏が困難。
安全に通⾏できるように早期の歩道整備

を期待する。
（俵町⾃治会⻑）

歩道が狭く、
歩⾏者が危険

冬期は、さらに
歩⾏空間が減少

●安全な通学路利⽤者が増加
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平成２６年度に
死亡事故発生!!

●死亡事故の発⽣
中央通り線での⾞両の⾛⾏速度は上昇しており、
平成26年度には、死亡事故が発⽣しています。

20

25

30

35

40

H11 H17 H22 H27

事業区間の⾛⾏速度が

1.６倍に

Km/h


